


第 1編　建 設 概 要 等

第１章 建設概要

第1節　埼玉高速鉄道線の概要

　埼玉高速鉄道線は、運輸政策審議会答申 7号（昭
和 60 年 7 月）による東京圏都市高速鉄道計画網
のうち目黒から浦和市東部を結ぶ 7号線として位
置付けられ、平成 4年に国の補助制度が適用され
たことを受け、埼玉県及び沿線の川口市、鳩ヶ谷

市、浦和市といった自治体などの出資により設立

された第３セクター「埼玉高速鉄鉄道株式会社」

により事業化されることとなった、東京都北区岩

淵町から浦和市東部に至る延長 14.6kmの新設路
線である。なお、目黒から赤羽岩淵町の営団南北

線は、平成 12 年 9 月に東急目黒線と都営三田線
と相互乗入れをした。（表 1.1.1参照）
　この路線は、埼玉県への初めての地下鉄であり、

同時に鳩ヶ谷市への初めての鉄道でもある。また、

川口市の南北軸として地元から大きな期待を持っ

て迎えられている。

　当該区間の停車場は、起点駅（営団南北線赤羽

岩淵駅）を除き川口元郷、南鳩ヶ谷、鳩ヶ谷、新

井宿、戸塚安行、東川口および終点駅の浦和美園

の７駅である。

　鉄道建設公団Ｐ線対象工事は 14.6kmのうち、
ほぼ中間に位置する鳩ヶ谷駅終端より浦和美園ま

での延長 8.4kmであり、このうち公団直接施行の
区間は、鳩ヶ谷駅終端から浦和美園駅始端までの

延長 8.1kmである。
　都市計画認可上は、本線部分の地下駅及びシー

ルドトンネル区間のみであり、中間換気立坑や出

入り口の用地は都市計画の認可外である。

　

　　　　　表 1-1-1　建設経緯

　なお、起点方 6.2km（営団南北線赤羽岩淵駅終
端～鳩ヶ谷間）は都市高速鉄道建設補助（準公営）

によって建設され、会社より帝都高速度交通営団

に建設委託している。

　建設概要を表1-1-2 に示す。

　路線図および縦断図は図1-1-1図1-1-2に示す。

第 2節　建設の経緯及び事業・建設主体

　これまでの経緯を以下に示す。

平成 4 年 6 月の運輸政策審議会答申第 13 号に

よると、大都市圏の鉄道新線の建設は、建設費の

高騰や地価上昇などの情勢から、膨大な資金と長

期の懐妊期間を要するため、既存の鉄道事業者に

よる整備には限界がある。従って、自治体の支援

を受けた第３セクターによる整備を推進すること

とし、またその場合には、鉄道建設の技術力を有

する鉄道公団の活用を図ることを検討するものと

している。

このような背景から、埼玉高速鉄道線の整備に

ついても、営団などの既存事業者ではなく、第３

セクターによる整備が自治体の５割以上の出資を

もってスタートすることとなった。出資比率を表

1-1-3 に示す。

　一方、国も事業採算性の確保が容易ではないこ

とから、埼玉高速鉄道線（および上飯田連絡線）

への適用を前提として、地下鉄補助並びに助成率

の高い補助を第３セクターに初めて投入する「第

３セクター都市鉄道建設費補助金」を創設した。

　賃金区分としては、起点側赤羽岩淵～鳩ヶ谷

間（6.2km）が第３セクター都市高速鉄道建設補助

金の対象となり、事業主体である会社が自ら建設

主体となって営団へ工事を委託し、終点側鳩ヶ谷

～浦和美園間（8.4km）がＰ線方式となり、建設主

体である公団が直接施工することとなった。

昭和43年　　　　都市交通審議答申（赤羽から埼玉方面への延伸）

昭和60年 7月　  運輸政策審議会答申（第7号）

平成 4年 3月　　 第３セクター「埼玉高速鉄道株式会社」設立

平成4年 12月　　運輸大臣から会社に第１種鉄道事業免許交付

平成5年 10月　　運輸大臣から会社に工事施行認可（土木施設）

平成6年 4月　　 埼玉県知事により都市計画決定告示

平成6年 6月　　 運輸大臣から公団にＰ線指示

平成6年 9月　　 運輸大臣から会社に工事施行認可（電気施設）

平成6年 12月　　建設大臣から会社に61条許可（鉄道線路の道路への敷設許可）

平成7年 5月　　 建設大臣から会社に工事施行認可

平成7年 7月　　 埼玉県及び川口市から鉄道工事工法承認

平成7年 7月　　 起工式

平成13年 3月　　開業
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表1-1-2　建設概要

区間 東京都北区赤羽～埼玉県浦和市大門

経由地
川口元郷・鳩ヶ谷市・川口市新井宿、戸塚、

東川口・浦和市大門

延長 全長 14.6 km 地下 14.2 km 地上 0.4 km

路

線

公団区間 6k330m632～14k423m353 L=8k092m721

軌間 1,067 mm

線路間隔 3,350 mm

軌条 50 N Rail    （当初 60 kg/m）

電圧 1,500 V

架線 剛体架線

規

格

車両 20ｍ（長さ） 2.8ｍ（幅）

最高速度 80 km/hr

購入車両 6両 10編成

運転時間（朝） 4分

60両（総数）

（当初計画 88両）

   〃   （昼） 10分

   〃 　（夕） 5分

運

転

所要時間 18’40” 45.6 km/hr　（表定速度）

駅 7箇所

車両基地 65,000ｍ2

変電所 4箇所

施

設
中間換気立坑 6箇所

変電設備 33,000kw 受電　22 kv き電　1.5 kv

信号・通信 車内信号

       ＡＴＯ　（自動列車運転装置）

設

備 運転保安
       ＡＴＣ　（力行運転とブレーキ指令）

車両基地 浦和車基 王子車基

試運転線 1 1

修繕線 1 1

転削線 1 1

洗浄線 2 1

月検線 1 1

列検線 2 1

留置線 12 1

線路数計 20 7

総面積（ｍ2） 65,000 14,000

収容車両（両） 136 40

参

考

資

料

計画編成数 17 5 （8両/編成）
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第 3節　建設方式、施行区分
延長の割合で起点方の約 4割が自社施行であり終
点方約６割が公団工事指示区間である。

自社施行区間の工事は埼玉高速 kk から委託され
た帝都高速度交通営団が施工した。

また、公団工事指示区間のうち終点方地上部の浦

和美園駅と大門車両基地の施工は公団から埼玉高速

KKに委託された。
建設方式、施行区分及び資金区分を表 1-1-4 に示
す。また、補助金は、「地下高速鉄道整備事業費補助」

である。

公団資金は、「P線」である。
工事費は、消費税及び工事附帯を含み、建設利息

は含まない。

表1-1-3　第３セクターの出資比率表

出資者 出資比率（％） 記　事

埼玉県         33.33    1/3

川口市         10.03

浦和市          3.34

鳩ヶ谷市          3.34

          1/2

   1/6

営　団         32.79    1/3

金融機関         17.17

合　計        100.00
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図 1-1-1　路線図
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図 1-1-2　縦断図
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表 1-1-4　建設方式、施行区分及び資金区分

延長（km） 全長  15.2

公団直接施行 979

建設費 会社委託施工 292

418
車  両  費 164

（億円） 開業準備費 22

建 設 利 息 232

自社資金 902 1,271

出資金 180 公 団 資 金 922

資金区分 工事費 補助金(国) 189 出   資   金 270

補助金(地方) 209 開発者負担金 79 2,591 
（億円） 自己調達(開銀+転貸債等) 324

418

その他 開発銀行借入 111 公団資金 169

市中銀行借入 104 転貸債等 34

公団資金＋自社資金

工事費 902 1,271

2,591 

その他

自  社  区  間 公  団  指  示  区  間

自社施行（営団委託施工） 公団直接施行 会社委託施工

6.2 8.1 0.9
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第4節　需要予測、運行計画

　需要予測は、平成 4 年に埼玉高速鉄鉄道株式会

社により検討されており、予測結果として平成12

年度の開業時及び平成 22 年の終日輸送需要とピ

ーク時輸送量が算出されている。予測結果を表

1-1-5 に、当線の運行計画は表 1-1-6 の通りであ

る。

　　表1-1-6　運行計画

　　　　

第５節　環境アセス

　埼玉高速鉄道線の環境影響評価は、次の通り整

備された。

＊　埼玉県（平成6年 3月）

・ 川口都市計画都市高速鉄道

・ 鳩ヶ谷都市計画都市高速鉄道

・ 浦和都市計画都市高速鉄道

＊　主な項目

・ 事業計画の内容

・ 地域現況の把握

・ 環境におよぼす影響の内容

・ 関係地域の設定

　　

　　

　

・ 環境影響の予測及び評価

・ 環境保全のための措置

・ 郊外の防止及び自然環境の保全の見地からの

意見書の要旨及び都市計画決定権者の見解

　以上の評価書となっている。

　表1-1-5　需要予測結果

平成12年 平成 22年

終日輸送需要

往復
231 千人/日 274 千人/日

ピーク時輸送量

混雑方向
23,206 人/時 26,684 人/時

輸送密度予測 約98,000 人／km 約 119,000 人／km

車両　　：20ｍ車

　　　　　1編成 8両（当面は6両運転）

運転時間：ピーク時　　3分 20秒間隔

　　　　　最大18本/h

　　　　（鳩ヶ谷駅で折り返しダイヤ設定。終点方は4分、15本/h）

到達時分：赤羽岩淵駅まで19分

　　　　　目黒駅まで58分
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　抜　粋
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鳩ヶ谷中央（仮称）～浦和大門（仮称）間　縦断図
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第２章　建設計画

 第１節　建設計画

  埼玉高速鉄道（株）は、平成 4年 11 月 11 日に

鉄道事業の免許申請を行い、同年 12 月 17 日に免

許を取得した。ここで示された事業基本計画を表

1-1-7 に示す。

  なお、開業に伴う新駅名称への変更を平成 11

年 9 月に、また、完成期限の延長を平成 11 年 8

月に行っている。

  主な計画は次のとおりである。

①区間及び延長

  ・赤羽岩淵・浦和美園間      14.6　km

  ・浦和車庫                   0.6　km

②駅（８駅）

  ・既設駅（1）赤羽岩淵（共同使用）

  ・新設駅（7）川口元郷、南鳩ヶ谷、鳩ヶ谷

         新井宿、戸塚安行、東川口、

         浦和美園

③浦和車庫      収容能力 8両 14編成

④構造物延長  本 線（路   盤）  0.4　km

                  （トンネル） 14.2　km

                       計      14.6  km

       車庫・車庫線（路   盤）  0.6  km

⑤運行計画

  ・編成車両    開業時 6両編成

          （将来、8両編成）

  ・他鉄道との接続等

赤羽岩淵駅において営団南北線と相互直通

運転

東川口駅でＪＲ武蔵野線と交差接続

                  

  ・要駅間の所要時分

 浦和美園 ～ 赤羽岩淵    約 19 分

  　　　　～ 四 ッ 谷        約 45 分

          ～ 目    黒    約 60 分

 ・ATO（自動列車運転装置）によるワンマン運

転

　　　　表　1-1-7  建設計画概要〔事業基本計画〕

区         分 内                容

鉄道事業者名 埼玉高速鉄道株式会社

鉄道事業の種別 第一種鉄道事業

路   線   名 埼玉高速鉄道線

区        間 赤羽岩淵～浦和美園

キ   ロ   程 14.6　km

鉄道の種類      普通鉄道

単線･複線等の別 複線

動        力 電気（直流1,500V）

軌        間 1、067　mm

設計最高速度 80　km/h

設計通過トン数 18百万トン／年

計画供給輸送力 206 千人／日

旅客輸送区間 赤羽岩淵～浦和美園

建 設 期 間      H5.10～H13.3

  名    称 位            置 取 扱 範 囲     

（赤羽岩淵） （東京都北区赤羽一丁目） （旅 客）

川 口 元 郷      埼玉県川口市元郷一丁目 旅   客

南 鳩 ヶ 谷      埼玉県鳩ヶ谷市南五丁目 旅   客

鳩 ヶ 谷      埼玉県鳩ヶ谷市里 旅   客

新 井 宿      埼玉県川口市新井宿 旅   客

戸 塚 安 行      埼玉県川口市長蔵新田 旅   客

東 川 口      埼玉県川口市東川口一丁目 旅   客

駅

浦 和 美 園      埼玉県浦和市大門 旅   客
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第2節　路線（施設）計画の経緯

１．埼玉高速鉄道線の流れ

(1) 運政審答申７号　：S60. 7.11（1985）

(2) 会社設立        ：H 4. 3.25（1992）

(3) 事業免許        ：H 4.12.17（1992）

(4) 工事認可        ：H 5.10.01（1993）

(5) Ｐ線指示        ：H 6. 6.23（1994）

（運輸省　鉄都第48号）

(6) 関東支社工事指示：H 6. 8. 9(1994)

（本社　　民業第83号）

２．平面・縦断線形の変遷

　当線は、浦和美園駅（旧称浦和大門駅）付近を

除き、全線がトンネルとなっており、埼玉高速鉄

鉄道株式会社は当初トンネル区間はそのほとんど

を道路下に計画していた。（図1-2-1　縦断計画（平

成4年 3月・1992）参照）

　なお、鉄道事業法第61条第 1項のただし書きの

規定に基づき市街地化が進んでいる鳩ヶ谷駅まで

は都内と同様に道路下ルートを認められたが、鳩

ヶ谷駅から浦和美園間については、市街地が少な

いことから基本的に道路下を使用できなり、民地

下を通過することとなったため、平面・縦断線形

を変更した。また、大門トンネルでは、国道 463

号線(浦和～越谷線)をトンネルで通過したのち直

ちに地平に出る計画であったが、住宅開発の計画

等により浦和美園駅付近で地平に出ることになっ

た。図 1-2-2　縦断計画（平成 5 年 10 月・1993）

参照。

３．東川口駅位置の変遷

　東川口駅とJR武蔵野線東川口駅との接続は、当

初JR高架橋直下に計画されていた。図1-2-3　東

川口駅と JR 武蔵野線交差計画（平成 4 年 3 月・

1992）参照。

　しかし、地下開削駅を構築するに当って、JRの

旅客利用者やJR高架橋のアンダーピニング、県道

東川口駅前通り等への多大な影響を考慮して駅部

の開削位置を終点側に移動している。図1-2-3　東

川口駅と JR 武蔵野線交差計画（平成 5年 10 月・

1993）参照。

４．開業時の平面・縦断線形

　関東支社に工事指示後、ただちに詳細測量を実

施した結果、中間換気立坑の位置変更をはじめ新

井宿駅、東川口駅に地下駐輪場の新設および日通

倉庫や日産ビルの基礎杭が支障するため、平面線

形の一部変更や縦断変更を行った。

５．公団施工の概要

　公団施工区間の施設概要は、次の通りである。

① 区間

：鳩ヶ谷駅終端～浦和美園駅始端

：6k330m632～14k423m353

：延長　8k092m893（Brm+0.172m）

② 地下駅（島式ホーム）

：新井宿駅

　・最大幅員7.5m･L＝170ｍ

　　　：戸塚安行駅

　　　　・最大幅員7.5m･L＝170ｍ

　　　：東川口駅

　　　　・最大幅員9.0m･L＝170ｍ

　　③　複線シールドトンネル

　　（中間換気立坑含む）

：桜町Ｔ

（鳩ヶ谷駅～新井宿駅間）

・ φ9.5m　Ｌ＝1k026m368

：赤山Ｔ

（新井宿駅～戸塚安行駅間）

・φ9.5m　Ｌ＝2k252m000

：戸塚Ｔ

　（戸塚安行駅～東川口駅間）

　・φ9.5m　Ｌ＝1k948m000

：大門Ｔ

　（東川口駅～浦和美園駅間）

　・φ9.4m　Ｌ＝1k654m033

④ 大門開削トンネルほか

：箱型トンネル・L＝206m500

：Ｕ型擁壁　　・L＝232m992

　　

上記以外に国土交通省（旧建設省）の河

川事業による浄化用導水管を受託し、シー

ルドトンネル内に敷設した。

また、埼玉県からの受託は、地下駐輪場

を新井宿駅および東川口駅に設置した。

６. 工事計画変更の概要

　公団施行区間における主な工事計画変更は、表

1-2-2 に示すとおり10項目である。
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　表1-2-2　主な工事計画変更

No. 年月 主な変更内容 変更理由

１． H7.12 土留擁壁の位置変更 線路中心線及び軌道中心線の変更に伴い、大門シールド、立坑・箱型Ｔ・Ｕ型土留擁壁の位置を変更

２． H9.3 こう配、縦曲線半径の変更 川口戸塚停車場～東川口停車場間(赤羽岩淵起点9k535m～12k840m)は、現地精査の結果10k920m付近の
建物基礎杭支障（日産ビル）のため、建物所有者との協議により縦断線形を変更

３． トンネル構造寸法の変更 大門複線シールド型トンネルの区間は、最小曲線半径が800m以上であり、建築限界を精査の結果、
支障がないためトンネル外径を100㎜縮小し、シールド外径を9,400㎜に変更

４． 戸塚変電所の位置、形状変更 赤羽岩淵起点10k117m付近左(川口戸塚停車場終端部)に設置する計画であったが、地元協議の結果、
位置、形状の変更

５． 工事区間および延長変更 公団施工区間のJR武蔵野線との交差近接協議の結果、東川口停車場始端部位置を後方に変更

６． こう配、縦曲線半径の変更 東川口駅部開削における地下空間を有効利用した地下駐輪場の鉄道との一体整備に伴う縦断線形を変更
赤羽岩淵起点6k330m632～14k423m353間について　縦断曲線の半径を列車速度の向上を考慮し、一部変更

７． トンネル構造寸法の変更 建設省所管の綾瀬川、芝川等浄化導水路との一体工事の施行に伴い停車場構造の一部を変更
新井宿、川口戸塚、東川口停車場の開削延長の変更(短縮化）
JR武蔵野線との交差近接協議の結果、東川口停車場始端部位置を変更

８． 複線シールド型トンネル 設計精査の結果、平板型セグメントの継手構造及び中子型セグメントの構造を一部変更とシールド延長の変更
平板型セグメント区間に施工する二次覆工コンクリートは、設計精査の結果、次の区間のみとしたい。
①桜町トンネル：6k463m60～6k829m60間・延長366m00(旧延長620m40)
②赤山トンネル：9k535m60～9k866m80間・延長331m20(旧延長1,480m80)
③戸塚トンネル：無し(旧延長1,467m60)
④大門トンネル：13k750m00～13k985m20間・延長235m20(旧延長960m376)

９． 中間換気室及び換気塔の位置、形状の変更

１０． H12.8 駅構造変更と設備変更 ワンマン運転のため、乗客の安全を確保するため、各停車場にホーム可動柵を設置
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図　1-2-1　縦断計画（平成4年3月・1992）

民地～県道越谷～鳩ヶ谷線 県道大門～安行～西立野線～農地

Ｐ線予定区間

 H04.03.25(1992)時点

国道122号線（直下）
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図　1-2-2　縦断計画（平成5年10月・1993）

 H05.10.01(1993)時点

民地～県道～民地～県道～民地～県道～農地

Ｐ線区間

国道122号線（直下）
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